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（３） 東京消防庁に関するご意見やご提案 

 

東京消防庁に関するご意見やご提案を任意に記入していただいたところ、多数のご意見が寄せ

られたので、以下のカテゴリーに分類した。 

「日頃の活動についての感謝や励ましについて」 

「調査内容、方法に関する意見」 

「調査に協力して初めて気づいたこと、改めて感じたこと」 

「要望など」 

「広報活動などについて」 

「救急車の利用について」 

「その他」 

 

■日頃の活動についての感謝や励ましについて 

・ 日常生活をする中で、消防の方々の仕事や業務を意識することはあまりないのですが、いつ

自分や周りの人間がお世話になるかも分かりません。時には命がけの作業もあるかと思いま

す。感謝の言葉を直接言えることはないですが、この場を借りて御礼を申し上げます。いつ

もありがとうございます。（４０代 男） 

・ 危険を伴なう大変なお仕事です。新しい知識も必要でしょう。マンションの防災訓練に参加

してくださる職員の方は、皆さん自信と誇りをもって活動しているように思います。素晴ら

しいと思っています。（６０代 女） 

・ ご活躍に期待しています。特に夏場は暑い中大変ですけど、がんばってください。（６０代 男） 

・ いつも私達市民のために活躍して頂き、有難うございます。（７０歳以上 女） 

・ 救急を呼んだ際には、丁寧に対応して頂きとても感謝しております。（５０代 女） 

・ 仕事がら散歩や子どもたちの笑顔、興味の為に消防車救急車を見る為、今までに何度も消防

署に行かせて頂いています。ただ車を見るだけではなく、時には声をかけてくださる職員の

方もいらっしゃったり、子ども達の喜びや夢にとても協力していただけ感謝しています。仕

事内容はとても大変だと思いますが、お互いに命を守る仕事をしているという事にとても共

感があります。子どもたちに消防車、救急車は大人気です。安心・安全の為に今後も宜しく

お願いします。（５０代 女） 

・ 大変だとは思いますが、いつも都民を守っていただき感謝しています。ビル、人も多い中、

安心して暮せる様これからも頑張って下さい。（４０代 男） 

・ 先日に講習会をして頂きました。前日の台風で大忙しだったのに丁寧にして頂き、出席者全

員感謝しております。消火以外に台風の片付けなど仕事外の事までしていたへんだなあ～と

思いました。我々の為にいつもありがとうございます。身体に気をつけて下さい。1 つ思う

事は、大したことでもないのに消防車など実働しすぎだなあ～とは毎回思っています。（４０

代 女） 

・ いつもありがとうございます。大変なお仕事かと思いますが、助けられている人は沢山いま

す。とても感謝しています。（４０代 女） 

・ 普段はあまり関わることがありませんが、テレビやネットで活動されている姿を拝見いたし

ます。これからも宜しくお願い致します。（５０代 男） 

・ 私の知り合いに消防署で勤務されている方がいますが、日々の訓練等で地域の安全に貢献さ
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れており、非常に感謝しております。今後とも万が一の時には都民の力になっていただけた

らと思います。（３０代 男） 

・ 何の疑問の意見もありません。特別な訓練をされ、貢献下さって、感謝してます。これから

もよろしくお願いします。（５０代 女） 

・ 最近、災害が多く様子をテレビで見ることが多く、仕事ぶりに感心しています。（６０代 女） 

・ 親のことで救急車に来て頂き、親切にしていただきました。今でも感謝しております。あり

がとうございました。（７０歳以上 女） 

・ ＃7119 の相談センターがあることで、子供が小さい時（今もですが…）に病気になり、何度

も助けられました。私 1 人では判断ができないので、迷ったときは、心強いです。ありがと

うございます。1 年に 1 回は家族で防災館に行っています。色々体験することで、学んでい

ます。私や主人も防火防災に対しての意識が、だいぶかわりました。（４０代 女） 

・ 大変なお仕事だと思います。消防が要請されない安全で平和な日常が続く日々を常に願って

おります。頑張ってください。（４０代 女） 

・ いつもいつも命がけで市民を守って下さり、本当にありがとうございます。感謝の思いで一

杯です。皆様どうかお身体ご自愛下さい。無事故祈っております。これからもどうかよろし

くお願い致します。（５０代 女） 

・ 先日、私の母が救急でお世話になり大変感謝しております。病院についてからバタバタとし

ておりお礼が言えなかったのでこの場で申し訳ありませんがお伝えいたします。母も具合が

よくなりました。ありがとうございました。（４０代 女） 

・ 近くに消防出張所がありますが、近くを清掃して下さったり、豪雨の際には排水を助けて下

さったり、事故の際も現場に急行していらっしゃる姿を拝見しており大変有難く思っており

ます。（４０代 女） 

・ 日頃から体を張って訓練を積み、都民を見守っている姿勢に対し感謝しております。今後と

も頑張って下さい。（７０歳以上 男） 

・ 東日本大震災など大きな災害があると注目をあびることが多いと思いますが、日々の救助活

動・啓発活動で助けられている人が多くいると思います。自助、共助の気持ちを持ちつつ、

困った時に助けていただける東京消防庁の方々には感謝です。（３０代 女） 

・ 消防車が緊急走行で通り過ぎた後の「ご協力ありがとうございます！」に感動しました（最

近）。何言っているか分からないことが多かったので、最近は、はっきり伝わるように言って

いて驚きました。いつもご苦労さまです。これからも宜しくお願いします。（２０代 女） 

・ 「救急車が出払っている。」という時も、消防車で救急隊の人が先に来てくれて心強かったで

す。皆さん、いつも温かくてホッとしました。（３０代 女） 

・ 大変なお仕事ですが、がんばって下さい。いつも見守っていただきありがとうございます。（７

０歳以上 女） 

・ みなさんがいてくれるおかげで安心して暮らすことができています。いつも本当にありがと

うございます。これからもよろしくおねがいいたします。（２０代 女） 

・ いつも人命救助に努めて頂きありがとうございます！世の中で 1 番かっこいい存在だと思い

ます。これからも応援しています。（３０代 女） 

・ 命がけで働いてくれて本当にありがとうございます。いつも感謝の気持ちでいっぱいです。

（６０代 男） 

・ これからも都民の安全を守るため頑張ってください。よろしくお願いします。（６０代 男） 

・ いつも市民、区民を守ってくれて助けて下さりありがとうございます。救急車で運ばれた時、
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声がけして下さりそれがとてもはげみになり、そして自分も助ける立場になりたいと思い救

急講習を受けました。（３０代 女） 

・ いつも、お世話様になりありがとうございます。毎日、毎月、何回も救急車のサイレン、消

防自動車の動きをみて大変なことであり、ありがたい！！と思っております。感謝申し上げ

ます。（５０代 女） 

・ いつもご苦労様です。最近、我が市でも大きな火災があり、心が痛みました。都営でもいつ

も救急車を呼ぶ様で、はしご車も連れての対応ありがとうございます。頑張ってください。（７

０歳以上 女） 

・ いつも私たちを守って下さってありがとうございます。（６０代 女） 

・ いつもご苦労様です。救急車が来てくれたお陰で命びろいしたことがあります。本当にあり

がとうございました。大変なお仕事だと思いますが、消防等すごく助かっています。（５０代 

男） 

・ ご近所、家族が何度か救急車にお世話になりました。重篤で一人は半身不随・数ヶ月後他界・

元気に治った、です。助けて頂き、思い出すと深く感謝の気持ちがこみあげてきます。あり

がとうございました。なるべくお世話にならぬよう、心掛けていきます。（５０代 女） 

・ どんな活動をしているかはあまり把握していませんが、町の安全を守ってくれていることに

感謝します。ありがとうございます。（２０代 女） 

・ いつも地域安全のために働いて下さり、ありがとうございます。（２０代 女） 

・ いつも地域のために活動いただき、ありがとうございます。（４０代 女） 

・ 子供が消防車が大好きなので、見かけると乗ってる方が手を振ってくださるのでいつも喜ん

でいます。（３０代 女） 

・ いつも大変なお仕事（命をかけての）ご苦労さまです。119 番にむやみに通報して、よけい

な仕事をさせる問題もあると聞いています。そろそろ有料化してもよいと思います。（救急車

に関して）（２０代 女） 

・ いつもありがとうございます。東京オリンピックでは忙しくなると思いますが、体に気をつ

けて頑張って下さい。（４０代 女） 

・ 小学校教諭の為、毎年様々お世話になっております。大変に有難うございます。社会科授業

においても行いました。これからも宜しくお願い致します。（３０代 女） 

・ 国民の安全の為、日々ありがとうございます。（４０代 女） 

・ 若い頃は救命講習会を何度も受けた事があります。今は高齢なのでお手伝いできません。よ

ろしくお願いします。消防士の皆様、私たちの地域を守ってくださって、ありがとうござい

ます。（７０歳以上 女） 

・ 一年中、国民の為の活動、本当にご苦労様です。ありがとうございます。隊員の方々にもお

身体に気を付けられて、どうぞ今後も頑張って下さい。（３０代 男） 

・ テレビなどの火災を見ると、大変な仕事を皆さん頑張っていると思います。（６０代 女） 

・ つい近頃、息子が救急車でお世話になりました。呼吸障害があるため、時間が勝負の中、手

早く処置して搬送していただけ助かりました。いつもありがとうございます。（４０代 女） 

・ 地球温暖化により大災害の発生が多発しているように思います。皆様も体に十分注意して活

動して下さい。（６０代 男） 

・ 119 番通報をして救急隊員の方に来ていただいた事がありますが、その際の隊員の方の頼も

しくそして優しいアドバイスが患者の気持ちをとても落ち着かせてくれました。素晴らしい

対応の仕方だなぁと思いました。（６０代 男） 
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・ 消防活動には常に尊敬しています。隊員の方々には自信をもって日常の活動に一層励んでも

らいたい。（６０代 女） 

・ 今後とも、都民の安全をお守り下さいませ。（６０代 男） 

・ 消防について広く知らせる努力を続けてください。期待しています。地域での消防訓練やデ

モンストレーションなどがあるとよいと思います。（５０代 男） 

・ 大変なお仕事だと思い、感謝いたしております。防災等に関しては知識不足を感じましたの

で色々と学んでいかなければと思いました。（５０代 女） 

・ 私の父が昔警察官及び消防士に従事していましたのでとても親近感があります。大切なお仕

事なのでこれからも私たちを見守って頑張って頂きたいと思います。（６０代 女） 

・ 今後のすばやい対応に期待しています。（５０代 男） 

・ 命がけの仕事をいつもご苦労様です。感謝しております。心からありがとう。（７０歳以上 女） 

・ いつも消火、救急活動ありがとうございます。（３０代 男） 

・ 昨年 3 月に主人が救急隊のお世話になりました。テキパキと手配していただきありがとうご

ざいました。入院はしましたが、おかげ様で軽くすみました。大変感謝しております。（７０

歳以上 女） 

・ これからも頑張ってください。宜しくお願い致します。いつもありがとうございます。（４０

代 男） 

・ 家の近くに消防署があり、小さいお子さんが消防車をみていると、声をかけて近くで説明し

てくれたり、大変あたたかく対応されているのを見て、すばらしいなと思っていました。又、

署の前の掃除や訓練の様子なども見かけて、その行動や活動に敬服します。これからもよろ

しくお願いします。（５０代 女） 

・ 高齢化で救急も大変だと思いますが、頑張って下さい。（６０代 男） 

・ いつも有難うございます。皆様のお陰で私達都民は安心して生活が出来ます。感謝申し上げ

ます。大変過酷なお仕事ですが、くれぐれも御留意なさってくださいませ。（７０歳以上 女） 

・ 両親の介護をしていた時、何度か救急車のお世話になりました。とても感謝しております。（６

０代 女） 

・ 最近、母が体調を崩し、救急車を呼びました。とても親切に対応して頂き、感謝しています。

母は無事退院してきました。ありがとうございました。（６０代 女） 

・ 参考にして頂き、これからも宜しくお願いします。（５０代 女） 

・ 災害や事故等が起こるたび、ニュースの画面でそのお仕事ぶりに頭が下がります。国内外の

お仕事は私共の予想以上、予想外のご苦労がおありと思いますが、皆様のご活躍に御礼を申

し上げますと共に、そのご活動が減少されることも祈念いたします。（５０代 女） 

・ 消防や救急の仕事をされてる方に感謝しています。（３０代 女） 

・ いつも本当にありがとうございます。大変なお仕事ですので、お体に気を付けて下さい。（４

０代 女） 

・ 日々過酷な訓練をしている団員さんには頭が下がります。（６０代 女） 

・ 日々の活動に感謝しております。消防の広報活動は実際の訓練や掲示、回覧板などで目にし

ております。その効果もあり、＃7119 利用も家族にすすめております。実際利用し助かりま

した。先日は訓練（トレーニング）中にもかかわらず、孫達にも手を振って頂き、大変喜ん

でおりました。防火に関してはやや手薄になっているので、見直したいと思います。（５０代 

女） 

・ 人それぞれ寿命についての考えは違うでしょうが、80 才を超えた人の延命処置について、疑
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問を持ってしまいます。激烈な痛みを取り除いてほしいというのと、どんな状態になっても

生きていたいというのは、また別の問題だと（私自身は）思います。高齢者が自宅で息を引

き取りたいと考えていても、救急車を呼んでしまうと、その後、生き地獄のような治療が始

まると聞かされると、恐怖を感じます。ただ、自然災害の際などの消防士の方の的確な働き

その他、非常に素晴らしく、いつも感謝しています。（６０代 女） 

・ 働いている方々は、くれぐれも事故を減少させてご自分の体にも十分気を遣って、安全第一

で勤務して頂きたいと思います。（４０代 男） 

・ 頑張って下さい。いつもありがとうございます。（３０代 女） 

・ 安全、安心の為、今後もよろしくお願いします。身体はキツイと思います！個々の意識を高

め、積極的に参加出来るよう、広報にも力を入れて下さい。（６０代 女） 

・ 大変かつ大切なお仕事にかかわって下さり、ありがとうございます。（７０歳以上 女） 

・ いつも感謝しています。幼い子供たちの憧れの的であり続けてほしいと思います。今後ます

ます重要なお仕事になると思うので、もっと待遇を良くすべきだと考えています。（７０歳以

上 男） 

・ いつもお世話になりありがとうございます。大変なお仕事ですが頑張って頂きたいと思いま

す。（５０代 女） 

・ 意見等ではないのですが、いつもありがとうございます。 これからもお体にお気をつけて頑

張って下さい。（２０代 女） 

・ 日々の業務お疲れ様です。 昨年向かいのマンションで火災があった際、迅速に対応頂けまし

た。いつもありがとうございます。（３０代 女） 

・ いざという時のために、災害訓練等に参加できるように時間を作りたいと思います（３０代 

男） 

・ 火災、事故対応、救急車の仕事、大変なことをいつもありがとうございます。心より感謝し

ています。（５０代 女） 

・ 普段は全く縁がありませんが、いざという時これほど頼りになる存在は無いと思います。 お

世話になることが無いのが一番ですが、もしもの時はよろしくお願いします。（４０代 女） 

・ 1 歳のこどもと消防署の前で消防車を見ていたら、中の方に声をかけてくださり、消防車へ

乗ることができました。消防士さんを初めて身近に感じ、とても嬉しかったです。 消防博物

館にも先日伺いましたが、未就学児にちょうど良い広さで展示物も面白く、今後も続けてい

ただきたいです。 ただ、日ごろは消防を意識することはなく、救命の方法など知っておきた

いし講習を受けたいと思ってはいるのですが、なかなか時間が取れません。勤務先へ救命講

習などで来てくださるとありがたいな、と思っています。（３０代 女） 

・ 隊員の皆様へ 毎日訓練お疲れ様です。 皆様ご自身の命も お大事にしてください。  （５

０代 男） 

・ いつもお勤めご苦労様です。 これからもよろしくお願いします。（３０代 女） 

・ 都民の日常生活に於ける安全と安心の為に今後とも、より一層の活動に、感謝と期待を希望

します。（７０歳以上 男） 

・ 国民のために働いていただき感謝してます 災害が起きてからではパニックになっていて通

常の行動がとりづらくなるため事前に学ぶ機会をもっと作ってほしい（３０代 男） 

・ 取組の実態を知らないので、どうのように周知するかを工夫するか、知らなくても安心して

暮らせる今の活動を維持向上を期待しています。（６０代 男） 

・ ご苦労様です。何もなく平和に過ごせるようこれからも日々皆さんの力になってください。
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また災害時など、早い復旧のために尽力をよろしくお願いします。（４０代 女） 

・ 消防庁の活動には感謝しております。訓練の様子もお見かけしております。日常からかけ離

れたいざという時に備えて、いつでも出動できるように尽力していただいている事に身近に

接しております。 （２０代 女） 

・ 学校では経験できないこと、今後も沢山消防から発信してほしいと望みます。普段の活動に

も敬意を表します。ありがとうございます。（４０代 女） 

・ 都民を守るためにいつもご苦労様です（６０代 女） 

・ 安全のためにご尽力頂き、ありがとうございます。（３０代 男） 

・ いつも私たちが安全に暮らせるようにサポートをいただき、ありがとうございます。これか

らも引き続きよろしくお願いいたします。（４０代 女） 

・ いざ災害が自分の中の身に降りかかった場合は頼りにしなければいけないので、消防庁の

日々の予防活動に期待しています。私自身も災害緊急時の対応ができるよう、関心を深めな

ければならないと思っている次第です。（４０代 男） 

・ いつも安全を守って頂きありがとうございます。 個人的にお世話になった時もとても安心で

した。 これからも都民の安全のためにご尽力されることをお祈りしています。（４０代 男） 

・ 人命に関わる仕事に携われてる事はとても尊敬しています。 これからも地域の住人の方が安

心して生活できるように努めて頂きたいです。日々大変かと思いますが頑張ってください。

（３０代 女） 

・ 温暖化による大雨など自然災害が近年急激に増えているので、災害に対する予防だけでなく、

自然災害を防止する取組を環境庁などとイベント開催して、国民の意識を高めていけたら、

少しでも予防につながるのではと感じています。まずは職員さんの健康な毎日を願って応援

しています。（３０代 女） 

・ いつも安全にすごさせて頂きありがとうございます。大変なお仕事ですが、これからもよろ

しくお願い致します。（４０代 女） 

・ 住民の安全・安心のためにいつもご尽力いただき感謝しております。（５０代 男） 

・ いつもありがとうございます。大きな災害に備え、これからもサポート及び誘導をお願いし

ます。（５０代 女） 

・ 防災（特に子どものいる家庭）について、子育て支援グループで勉強しています。防災知識

をいろいろな機会に教えて頂けるよう期待しています。（５０代 女） 

・ 火災でないのに火災警報器が鳴りやまず、消防に来てもらった。通報をためらったが、火災

の有無を確認していただき、親切に対応して下さった。（６０代 女） 

・ 病気や怪我の時など救急車がすぐ来てくれると思っているので、安心して生活している。（３

０代 男） 

・ 都民の生命と財産を、日夜命がけで守るお仕事。感謝しかありません。今後共、よろしくお

願いします。（２０代 男） 

・ いつも地域住民のためのご活動、誠にありがとうございます。今後とも、どうぞよろしくお

願いいたします。（５０代 女） 

・ ご近所の方々が普段着姿から制服を着用されている姿を拝見すると、ステキだなぁと思って

います。（５０代 女） 

・ いつもご苦労様です。これからも地域の安全安心をよろしくお願い致します。（３０代 男） 

・ 命をかけてのお仕事で訓練等も含めて大切、大変な業務と認識しております。（５０代 女） 
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■調査内容、方法に関する意見  

・ いつもありがとうございます。世論調査もお疲れ様です。災害の多い日本だからこそ、考え

なくてはいけないことや減災のために取り組むべきことが多くあると思います。こうした世

論調査も何かのお役に立てたら幸いです。今後とも宜しくお願い申し上げます。（３０代 女） 

・ アンケートの問いに、「ない」という選択肢がないものが数個見受けられたので、きちんと選

択肢として入れないと分かりづらい気がしました。（２０代 男） 

・ アンケートの質問内容がややわかりづらかった。（５０代 女） 

・ 実家に住んでいるため、消防庁との接点がないので、どちらでもないの解答多数にいたしま

した。（３０代 女） 

・ このアンケートはとても難しかった。もっと若い方に出してほしい。主人は途中で分からな

いとなげてしまい、代筆しました。（７０歳以上 男） 

・ 消防との関わりについての質問を一番最初にしてほしかった。実際、救急車も火災とかにあ

ったことなかったら、わからないのはホントであるので。居住区単位で訓練を実施すること

が意識向上につながると思います。今後の活動に期待します。（５０代 男） 

・ 東京消防庁の存在は知っていましたが、中々日常生活で接する機会がなく、不本意な回答に

なってしまいました。今後はもう少し関心を持っていきます。（６０代 男） 

・ この調査の最初のⅠ消防行政に対する満足度について、理由によって満足があったり、不満

があるのに、大まかな質問で決めることに不自然さを感じました。（４０代 女） 

・ アンケートの消防行政に対する満足度に関して、答えのほとんどを「どちらとも言えない」

を選んだのは、消防庁の活動をほとんど知らないからです。（４０代 女）  
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■調査に協力して初めて気づいたこと、改めて感じたこと 

・ 高齢化による人員不足や、高齢化への消防・防災の対応がどのように変わっていくのかが気

になる。（４０代 男） 

・ 高層マンションは、近隣のお付き合いもほとんど無く、避難訓練の実施も記憶にありません。

台風の首都圏直撃の体験をしたばかりですので、このアンケートに回答をしながら、もっと

地域の防災のことに関心を持たなければならないと反省しました。調査の対象になりました

事、感謝です。（５０代 女） 

・ AED の使い方や救急の時の応急処置を勉強したい。（４０代 女） 

・ 訓練をいつどこでどんな風に行っているか（場所とか）全然知らないので（今回この冊子が

届いてＨＰを見ました）マンションだと、エレベーターホールなら必ず通るのでポスターを

貼るなどして自己防災の意識を高められるようなことをした方が良いかなと思います。あと

訓練が難しいイメージがある。（４０代 女） 

・ 調査に答える事で、初めて知る事も多く、いい経験になりました。普段から、小さい子ども

の世話も含め、何か起こったらどうしよう…と漠然と不安になっているので、もう少ししっ

かり考えてシミュレーションしておかないとなぁと思いました。（３０代 女） 

・ 質問に答えながら、自分の意識の低さに驚きました。反省できて良かったです。（６０代 女） 

・ いつもご苦労様です。近年火災などは少なくなっているようですが、いつ大地震があるか、

わかりませんので、自分なりにそなえよ、つねにの気持ちでおります。家の倒壊より、火事

がこわいです。（７０歳以上 男） 

・ 今回の世論調査に関わり、改めて消防についての関りを知る事がありました。ありがとうご

ざいました。（７０歳以上 女） 

・ 私は幹線道路沿いに住んでいますので、サイレンが鳴る度に皆様のご活躍を身近に感じてお

ります。ただ、フルタイムで仕事をしているので、なかなか防災訓練等に参加する機会が無

いのが現状です。アンケートの依頼を受け、改めて家具転倒防止対策等を考える良い機会に

なりました。今後も我々の安心安全を守って頂きますようお願い致します。（４０代 女） 

・ 自分が知らない事が多すぎた（２０代 女） 

・ 消防団について、まったく無知でした。この機会に、地元の消防団について調べてみようと

思いました。（３０代 男） 

・ 消防団の方に報酬が出されていることは知りませんでした。でも火災時等に駆け付けたりす

るのですから、対価は必要ですよね。子どもの頃、夏休みのラジオ体操の後に下水での消火

訓練を何度かやりましたが、それ以来機会がありません。社会人になってからも大企業でな

いと防災訓練はありません。個人が意識して行動しないと機会が全くないのは、ちょっと危

機感があります。（４０代 女） 

・ 消防庁の行政サービス、公報内容にもっと興味を持とうと思いました。（５０代 男） 

・ 特に活動内容を知りませんでした（３０代 男） 

・ 今回のアンケートで知らなかったことが多かったので、もっと PRしても良いと思います。（３

０代 男） 

・ 東京消防庁について全然知らないことがわかった。 これからはもっと知ってみようと思う。

（１０代 女） 

・ 質問内容のほとんどが知らないことばかりでした。日頃、自分がいかに東京消防庁の活動に

関して興味を持っていないかを痛感しました。私はVR防災体験車に特に興味を持ちました。

機会があったら是非体験したいです。今回は良いきっかけを下さりありがとうございました。
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（２０代 男） 

・ 国内の大きな地震や災害が多い中、不安もたくさんありますが、自分でできることをしっか

りとやっていこうと思いました。今回の調査をきっかけに、色々な活動に参加してみたいな、

とも思いました。これからも応援しております。ありがとうございました。（２０代 女） 

・ あまり知る機会がなかったのでいいきっかけとなりました。 講習など受けてみたいと思いま

す。（４０代 女） 

・ 消防団について、全く知識がなかったのですが、アンケートの回答で活動内容を知る事がで

き良かったです。日頃から、地震対策についてやらなければと思いつつ、なかなか出来ず過

ごしていますが、このアンケートを機に、身の回りを再点検し災害に備えるようにできたら

と思います。（４０代 女） 

・ ・東京消防庁の取り組みについて、具体的に知らない事が多かった。ホームページ等で勉強

したいと思います。・防災を考える良い機会になりました。・ネットを使わない年代の方にも

広く情報が伝わる様な取組をして頂けたらと思います。（５０代 女） 

・ アンケートを通して東京消防庁の取組や私生活での消防に関すること全てにもっと意識した

いなと気づかされました。アンケートで東京消防庁を知ろうと思うきっかけになりました。

（３０代 女） 

 

 

■要望など 

・ ＃7119 の案内がさらに地域の病院と関わっていけるようになれたらと思います。専門性のあ

る方が常駐して下さると心強い。（５０代 女） 

・ 消防庁での取組発信が広範囲にしてほしい。自治会等に入っている人は×月○日（日）どん

な講習会が開かれるとかの広報はあるのですが、入っていない人達（けっこう多い）にはわ

からない。電柱 or 掲示板等に貼ったりして広めてほしい。（７０歳以上 男） 

・ 消防団の出場区域について、出場区域は自己分団区域及び 500m 以内の他分団地域という規

則がありますが、都心区域は在住者が少なく在勤者が多い為、夜間等災害時、意欲のある他

分団の応援がほしいものです。また、その事でお互いの分団がお互い様で親交も深めること

が出来ます。また署の方も他分団との親交を深めて下さいとは言いますが、なかなかきっか

けがないと親交は深まりません。500m と区切るのではなく、自己消防団エリアとされては

いかがでしょうか？消防団というボランティアの立場で少しでも災害時に役に立ちたい、ま

た災害時出場したい気持ちは、今後想定される大規模災害に対し、その意欲を大事にしても

らいたいです。（５０代 男） 

・ 大阪で阪神淡路、成田で東日本の大きな地震を経験しました。大阪の自宅では「お助け隊」

が結成され、昨年の台風の時には大活躍しました。多くは高齢者でしたが、大いに力になり

ました。消防等の活動に高齢者の力も使ってください。（６０代 女） 

・ 首都圏に関し、都知事はもっと消防に力を入れて欲しい。樹木を増やす、街路樹中心に、も

っともっと防火用の木々を増やして欲しい！消火用のプール等、貯水施設を増やす取り組み

を都民消防団に持ち回りで参加するようなシステム作りをと地震時の火災に対する意識を強

く持つような活動を。ともかく、都民が火災に対する意識を高めなければならない！町ぐる

みの訓練は必須だと感じ、強い危機感を持っています。消防の皆様に感謝しております。（６

０代 男） 
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・ 自宅周辺は道幅が大変せまいので、救急車や消防車が迅速に入れるように把握しておいてほ

しいです。（４０代 女） 

・ 共働き世帯が増えているので、それに合った啓発活動があるともっと良いと思います。（フル

タイムで働く 2 人で、昼間に災害があったときとか、休日にできる防災活動とか）（２０代 女） 

・ 消防車、救急車がどこへ向かっているのか分かりづらく、車道でよけづらい時があるので車

の上部にライト（ウィンカー）で点いたら良いと思いました。（イラスト有）（３０代 女） 

・ 全体的に活動状況が理解出来る書類等、又メディア等の利用を増やす様にしてほしい。（６０

代 男） 

・ つい先頃、放火事件が有り、多くの死傷者が出ました。また数年前にも、地方都市でガソリ

ンを撒いて放火する事件が有り、同様に多くの死傷者が出たと記憶しています。火災が広が

るまで気付かなかった訳ではなく、目の前で放火されて、多くの死傷者が出ている訳です。

これらを防ぐ手立てを考えてもらいたいと思います。（５０代 男） 

・ 自然災害が頻発に起きる時代になりました。一人一人の判断力と行動力がとても大切だと、

報道などからよく分かります。個人の力には限界があり、消防に関わる公務員の方々のマン

パワーと組織力で安全・安心な暮らし、平和な日々をと期待しております。宜しくお願い致

します。（７０歳以上 女） 

・ 職場の研修で防災館に訪れる機会があったが、大変勉強になった。社会人となり、防災教育

を受けることがなかなかなかったため、貴重な経験であり、自身の防災意識も高まった。し

かし、個人的にこうした場所を訪れることはハードルが高いため、職場等に対し、防災館な

どで実際に防災体験をする機会を設けるよう更に働きかけていただけたら、都民の防災意識

もより一層高まると思う。（２０代 女） 

・ 私は理事長と云う立場上、正式には消防士の方を派遣していただくには、その申請人になり

届け出ていた。消防署ではどのような対応をされていたかは不明だが、届出書に署の印を押

してもらい、それを持ち帰り、スクラップしていた。（ように思っていた。）しかし、今考え

ると、年 2 回なら、どちらか 1 回は消防署の方に来ていただいて実施すべきであった様に思

う。それをやると消防署職員が不足するという事は出て来くると思うが、いかがであろうか。

ただし、私は 14 年間、その職にあり大きな問題もなく過ぎて来たので、その辺の取り扱いは

慎重にするべきとの思いもあります。（７０歳以上 男） 

・ 仕事で不動産関係の会社に勤めており、飲食店舗に対して物件を賃貸することがあるのです

が、もう少し誰が何をしなければいけないのか、ルールを分かりやすく明示して欲しいです。

例えば賃貸借契約後にテナントが消防申請を行った結果、ビル全体に自火報をつけなければ

ならなくなったが、所有者が費用負担を嫌がり、もめるケースが多いです。（３０代 男） 

・ 消防団についての情報等をもっとわかりやすく、お知らせしてほしいです。（２０代 男） 

・ 火災・地震・豪雨などが多くなっているように思います。高齢者が増えている。1 人 1 人の

知識が高まるようにし、地域活動に指導があればと思います（あるかもしれませんが）。（５

０代 男） 

・ 時々外のスピーカーから聞こえる防災訓練の案内？の放送が聞こえづらいと思います。もう

少し大きい声でゆっくりとしゃべった方がいいのでは？（５０代 女） 

・ ・最近の台風の影響で、マンションの火災報知器が誤作動で深夜 4 時に鳴りました。・幸い火

災ではなかったのですが、Twitter で検索したところ、多くのマンションで誤報があったよう

です。・大雨による影響だと思いますが、火災報知機と大雨（もしくは大風？）との関係があ
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るのか不明ですが、改善できるのでしたら対処をお願いしたいです。警報を手動で消しても

また鳴り、睡眠も十分に取れなかったのです…。（３０代 男） 

・ 仕事と家の行き帰りで地域との関りがなくいざとゆう時にどうしたいいのか不安である。（５

０代 女） 

・ 救急車がどちらから来るか分からず、運転中の対応がすぐに出来ないことがあります。ナビ

画面などにどちらから来るか等を表示できるようにする方法や、マイクで知らせる等出来る

といいと思います。（５０代 男） 

・ いざという時に、自分が役に立ちたいと思い、仕事の休みを利用して、上級救命講習を受け

たいと、ずっと思っている。災害や緊急時はいつか来ると思っているので、出来るだけ早く

講習を受けて、万が一に備えたい。家具の固定や飛散防止フィルムの使用例と、した時とし

ない時の差が伝わると、みなやらなくてはと思うかも知れない。非常食など地震の際に使う

物を誰でも分かりやすくリストを作って、月 1 回お便りで出して、防災意識を高めていくの

が良いのではと思った。（３０代 女） 

・ 救急車が道路で先にすすめずにいるのに、まわりの車が路肩へ寄せないでいる光景を何台も

見た時、まわりに居合わせている一般の方々の意識の薄さに驚きました。消防・救急の方々

だけではなく、いざという時の現場では、そこにいる人達みんなでその状況を解決する事へ

取り組まなければ、消防・救急の方々のせっかくの尽力が最善のものにならなくなってしま

う事は残念な結果になりかねないと思います。当時者の立場になり、公・民が一体になり、

力を出していく社会づくりを期待して行く事が、子供達への手本になると思います。（４０代 

女） 

・ 最近、救急車がサイレンを鳴らしていても、車内の防音が良いため、交差点でも直近になら

ないと車輌を確認できない。救急車が車輌に 500m 近くになると、地震警報の様にケータイ

が鳴る様なシステムがほしい。救急車を最優先にするマナーの啓もう活動もしてほしい。最

近、交差点で見ていると、もっとよけてあげればスムーズに行けるのにマナーがとても悪い。

免許の更新時にでも伝えてほしい。（５０代 男） 

・ 家族の病気等で救急には大変お世話になっております。症状が軽度、重度であるか無いかは、

その場ではわかりません。特に高齢者だと仕方ないという空気が読めてしまわないよう、多

忙な毎日と存じますが、ご対応をお願いしたいと存じます。もし、ここに来なければもっと

重度な方を助けられただろうとはいつも思ってはいます。（６０代 女） 

・ 救命講習の受講機会がもう少し多いとありがたいです。（以前受講しましたが、間があくと忘

れてしまうので。AED の使い方など）（５０代 女） 

・ 質問にある事は情報が個々（一軒）に来ない。子どもが地域の学校に通う頃は、少しは情報

があったが、子どもが成人してからは地域情報は町内情報くらいしかない。警察からのおた

よりは新聞に入っているが、新聞をとっていない家は届かない。消防においては、折込や個々

のポストにすら情報の提供はない。（６０代 女） 

・ 半年ほど前に近所で火災があり、結構な火事でもかまわずに SNS 等に写真をあげるために現

場に少しでも近づいていこうという人が少なからずいて、隊員の方に迷惑をかける現場を目

撃しました。SNS の規制は難しいことですが、何かロープなどで近寄らせないのはもちろん

のことですが、対策を取っていただけたらと思います。いつも見回りなどありがとうござい

ます。（２０代 女） 
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・ 活動において、ご自身の生命、身体を第一に考えるべきです。津波や災害で、ご自身がその

時出来る限界があります。上層部からのマニュアル・指示も必要だと思います。（７０歳以上 

男） 

・ 救急車と消防車は、一緒に来るようになっているのでしょうか。1 年間で何回かお願いし助

けて戴きましたが、その中で 1 回だけ 23 時過ぎに一緒に来ていただき、ご近所にご迷惑を

かけました。救急車をお願いした時は、できればご近所には迷惑をかけないようにと考えて

おります。如何でしょうか。（７０歳以上 女） 

・ 地震の際の火災に対し、強い不安があります。隣の家との距離が近く、一気に燃え広がると

思うとどうしたらいいのか…（前の家が古く空家なので特に。空家や倒れそうな家に対して

何とかして欲しいです）。不安が強い理由として、昔自分の家が隣の家から火が飛んできて燃

えました。もう、そんな体験はしたくないです。これからも守っていただけると嬉しいです。

よろしくお願いします。（昔の火災の際、毛布を貸してくれたり、火を消してくれたり、あり

がとうございました）（４０代 女） 

・ AED の使用法や胸骨圧迫等の救命措置についての普及活動を、より拡大してほしい。（２０

代 男） 

・ 以前関心がなかった住民台帳が災害の多い昨今、行方不明など捜索に役立つと感じています。

助ける人ご本人の安全確保は必ずお願いしたいです。（５０代 女） 

・ 若い世帯、子どものいる世帯に積極的に防災訓練に参加してもらえるような機会を設けてほ

しい。地域の防災訓練にでていると同じ世代の家族をあまり見かけず、参加者の多くも自治

会の当番だからという人も多い。何も準備してない人が被災した時、何食わぬ顔で食事配給

やトイレに並ばれるのも嫌だし、何より地域のルールとか予め知っておいたら災害時余計な

トラブルにならないと思う。また子どもがいる家庭には消防庁側から子どもの救命の講習を

やって欲しい。イベントとかでもいいと思うし、防災訓練でやってもいいと思うけど、もっ

と子どもや高齢者に特化した訓練をやってくれるとより備えられる。（２０代 女） 

・ 近い将来に止血の講習を受講希望です。 AED の取り扱いに関する一回の講習後、しばらく

するとうろ覚えになるのが心配。AED の取り扱いや止血に関するゲーム的なシミュレーショ

ンがあるような、AED の設置箇所のマップとか、講習予約出来たりするコンテンツで消防や

救急に関するアプリがあると便利だと思う。（４０代 女） 

・ 1 取り組みについての発信が弱い。テレビで報道されてからこんなイベントあったの？と知

ることが多々。 2 各種申請窓口の方の対応が気になる。地域によって承認基準が異なったり

する。 3 災害発生時の体育館等での集団避難場生活で間仕切り設置を進めて欲しい。東日本

大震災での被災時、かなり精神的にきました。 4 火災現場に消防・救急隊が到着するスピー

ドは早くてすごいです。いつもありがとうございます。（２０代 女） 

・ 本アンケート設問 1 全般に関して取り組み内容を知らないため、インターネット回答の場合

は、取り組み内容に各種取り組みのリンクをつけて頂けると分かりやすいと思います。それ

により、東京消防庁の各種取り組みを少しでも周知することができると感じます。（２０代 

男） 

・ 勤務先が埼玉の為、東京消防庁の活動について詳細はわからないが、もっと消防対する啓蒙・

意識づけ活動を行って欲しいと思う。私は防火管理者なので講習を受けたり、一般の方より

は消防に対する意識は高いと思うが、より予算をかけても行うべきと思います。（４０代 男） 
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・ 近隣と交流もなく、消防に関係する災害が起きたら避難場所などどうしたらよいか分からな

いので、この家の範囲では避難場所はここです！という分かりやすい誘導サイトなどあると

助かります。（４０代 女） 

・ 救急相談センターの更なる周知と、救急出動回数の低減対策（軽症や緊急性の低い場合）  民

間の有料救急制度が有っても良いのではないかと思います。  

・ 消防／防災ヘリコプターの騒音を何とかしてほしい。 低空で行ったり来たり、何をしてい

るのか疑問に思う事が多々ある。（７０歳以上 男） 

・ キュータより、もっと可愛くて親近感の湧く「ゆるキャラ」にして欲しい。（２０代 男） 

・ 防火防災に関する都民への啓蒙活動を今後も引き続きお願いいたします。大規模災害時は、

消防、警察の対応を期待するのではなく(ご高齢者、体の不自由な方を除く)、自分たちで何

とかしなければならない(事前の備えも含めて)という現実を多くの人が気付く活動をお願い

します。（５０代 男） 

・ 子供は働く車が大好きです。身近な働く車である消防車や救急車に乗ったり、見学できるイ

ベントがあれば、もっと消防に興味を持つと思うので、そのようなイベントを増やして貰い

たいです。（３０代 女） 

・ 住民のため、様々な広報活動や周知活動を実施していただいているとは思うが、実際に危機

感や関心を持っている人はあまり多くないように感じる。実際の救護活動はもちろんのこと、

住民一人一人の意識の向上を目的とした活動も重要だと思うので、引き続きよろしくお願い

します。（３０代 男） 

・ ＡＥＤについては、日本語だけではなく外国語も使用できるようにしてほしい。海外に行っ

たときに、ＡＥＤを私が使う場面に遭遇したが、母国語だけの説明のために、利用できなか

った。（３０代 男） 

・ 一般の人が参加しやすい様な場所で東京都に大規模災害が起こった際の避難の仕方や用意し

て置くべき物過ごし方等の講座を開いて欲しいと思う。子供でも分かりやすいように映像化

されたものがあれば尚良。 また、市区町村公認の避難グッヅの販売等をして欲しい。（３０

代 女） 

・ 災害についての備え方についてくわしく教えていただける機会を多く作っていただきたい。

外出先であった時など気になる。すぐにわかる様に避難所等の記載などすぐにわかりやすく

するしくみを作ってほしい。（５０代 女） 

・ 自分自身があまり身の危険を感じたコトが少ないのかもしれません。わからないコトだらけ

なので町内会等でのイベントがあれば良かったと思います。（５０代 女） 

・ 高齢者に「#7119」等の使い方を文書で送付願います。（７０歳以上 女） 

・ 昨今、大規模な地震や、災害が他人事でなく身近で頻繁に起こっていると思います。それぞ

れの世代が「自分にできること」をより一生懸命に探して動いているようにも思えます。都

や国が今の時代に合ったアプローチで沢山の人が、被災地等に協力できる、環境作りをして

ほしいと思います。（３０代 女） 

・ 消防車のサイレン（音）について、「住宅街に入ったら音をもう少し小さくする」など、個人

のお願いを聞いてもらうことはできないのかなと思います。（５０代 女） 

・ “働き方改革”が世間で話題になる中で、消防団が副業の選択肢の 1 つとなるようアピールで

きると良いですね。（２０代 男） 

・ 今、色々な災害が多くなっていますが、実際自分がそういった災害にあっていない為、つい

つい後回しになってしまいます。災害を体験された方々から広く意見を聞いてもらい、これ
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からの防災に役立ててもらいたいと思います。またその情報を私達にもおしえて頂けたら…

と思います。（５０代 女） 

・ 夜中に消防のサイレンがたくさんなっていると不安になる。地域を検索して、過去や現在の

出動記録や火災規模原因などが簡単に HP などでわかるようにしてほしい。幼稚園や学校の

行事に親子参加型の防災訓練など実施してほしい。赤ちゃんの定期健診などで子供（赤ちゃ

ん）の応急手当て、人工呼吸や心臓マッサージなど、実技指導してほしい。冊子だけでは分

からない。（３０代 女） 

 

 

■広報活動などについて 

・ 消防行政は身近では全くわかりませんし、見えません。災害時、火災時のニュースで活動してい

るのを見るだけです。もっと地域住民に AEDの使い方や応急処置の講習会等知らせて欲しい。消

防団の内容等全く知りませんので、PR 不足だと思います。警察より消防の方が身近であるべきと

思います。もっと親しみのある消防署にして下さい。（７０歳以上 女） 

・ 今発生している火災の状況を管轄の消防署の HP に公表してほしい。（６０代 男） 

・ 消防庁主催のイベント情報を知る事があまりないので、区の広報誌の無料発送を定期的に行って

いただきたいです。（５０代 女） 

・ 訓練・講習など消防に関することはほとんど知りません。もう少し理解ができて、わかるものが

あれば欲しいです。（５０代 女） 

・ 近所で自宅の屋上内でゴミを燃やしていた人がおり、通行人により隣りのビルが火災であると見

えて 119 番通報があって消防車がかなりの台数来たことがあり、私達もおどろきました。日常の

中でのこの様な自分の建物だから、自分の所有地だからとゴミや落ち葉を燃やす行為があっては

ならない事を周知していただく様、配布するチラシ等に火災予防の一つとして載せていただきた

いと思います。他にも、私達の知らない禁止事項も、載せていただけるとありがたいです。よろ

しくお願いします。（３０代 男） 

・ 30 年以内に 70％の確率で首都直下型地震が発生すると言われているのにもかかわらず、イマイ

チどういった備えをすれば良いかわかりません。「東京防災」という黄色い冊子が配られています

が、全ての人が一目瞭然でわかるような家に貼れるポスターなどがあると良いなと思います。ま

た、もう少し危機感があるような警告をしてほしいです。（他の地域で地震が起きてもどうしても

他人事になってしまっています。都民全員がどれだけ真剣に備えるかによって、実際に地震が起

きた時に、死傷者の人数を少なくできると思います。よろしくお願い致します。（２０代 女） 

・ 日常的に余り活動的に目にする事が少ないので、消防庁に関わらず、ＰＲ活動を増やす（年間）

事で住民にはもっと認識されると思います。（６０代 男） 

・ 普及、啓発活動に終わりはなく、又、今、知り得る媒体はたくさんあるので、より具体的な、災

害に関する、例えば避難場所、対応方法等を周知することに努めてほしい。（６０代 男） 

・ 警察は春秋の交通安全週間とかで活動がありますが、消防署の活動が今一わかりません。広く国

民に知らせる活動があれば（チラシ等でもよい）良いと思います。※活動はされていると思いま

すが、知らない人がいると思います。（５０代 男） 

・ いざという時にとらなければいけない行動が意外と知らない人が多いのではと感じます。（自分も

含め）より身の安全のために何をすべきかを意識するために普及していただければと思います。

都民の安全のため、よろしくお願いします！（２０代 男） 

・ 消防庁の運動や地域住民が参加できる情報などを街の掲示板にも貼って頂けると見ているので助
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かります。（３０代 女） 

・ “東京消防庁便り”の類のものがあれば、閲覧するのですが、現在、その有無がわかりません。広

報紙等があれば是非拝見したいものです。（７０歳以上 男） 

・ 会社で AED 訓練や救命講習受講を推進していますが、地域で暮していると目に留まる機会が少な

いので、積極的にアピールするといいと思います！（企業、学校、医療機関、区役所等、公的な

機関連携で）（５０代 女） 

・ 東京消防庁でありながら東日本震災の時はいち早く救命にかけつけ、テレビのニュース等で放映

できないほどの悲惨な現場でご活躍なさった方が多数いらしたこと、息子の友人から聞きました。

皆様方のご活躍の様子等をテレビ、メディアを通じてもっと知らせるべきです。どのように力に

なって下さっているか、知らない人達が多すぎます。国政にも、もっと予算を要求して皆様方の

ご活躍の幅を広げ、仕事に見合った収入をもって消防庁に勤務なさる若者が増えることを祈って

おります。皆様ご苦労様です。（７０歳以上 女） 

・ テレビなどで活動内容を頻繁に知る機会があると理解が深まると思います。（３０代 男） 

・ AED 訓練において、着衣のまま救命できる方法があればもっと公表してほしい。ネットやテレビ

で紹介される動画は、なぜかいつも成人男性か子供のモデルばかりで、女性が倒れた場合、プラ

イバシーを配慮しながらの救命方法がわからないから。（２０代 女） 

・ テレビを見るという事がほぼ無くなったので、こういう事をしているというのをもう少しインタ

ーネットの方でも拡散してほしい。訓練は実際にやらなければならないですが、知識は無いより

もある方が良いと思うので、インターネット上で消防関係の知識をつけられる様なサービスを強

制的にやらせる様な仕組みを作って欲しい。他例えば、LINE ではサイバー訓練というのがある

ので、参考にしてほしいです。（２０代 女） 

・ AED 講習とかしているなら参加したい。地域便り、ポスターやチラシなど、そちらから発信アピ

ールしてほしい。自身で探すのは面倒（３０代 男） 

・ 息子（2 歳）は消防車が好きなので、消防関係のイベントなど積極的にお知らせして頂きたいで

す。（３０代 女） 

・ 子供は消防自動車が好きなため、もっとイベントを近くで開催してほしいです。（４０代 男） 

・ ＰＲ活動が少ないように思います。 ネットなど様々手段で啓蒙活動をして欲しいと思います。（６

０代 男） 

・ 対策をしていただいたことを、広く周知してほしい。地震対策や台風などの対策、住民を巻き込

んで具体的に行ってほしい（５０代 女） 

・ 日々の業務お疲れ様です。  防災予知、防止、情報発信等の活動部分で、もの足りなさを感じて

います。 今は有事の際の正確な情報の伝達が生命線と思いますので。（６０代 男） 

・ このアンケートに答えるにあたり東京消防庁について考えましたが、普段の生活（消防関係者が

周りにいない人に限る）で東京消防庁について本当に詳しく知る機会がある人はどのくらいいる

のだろうかと思いました。影で支えて下さっているというのも重要、且つ素敵ですが東京消防庁

の方が考えるよりも周囲へのアピール性はより必要なのではないかと思いました。（３０代 女） 

・ 上級救命講習は以前職場で受けたが、退職して再受講する機会がないので、自宅近くで受けられ

れば知らせてくれる仕組みがあると有難いです。（６０代 女） 

・ 東京消防庁の活動について、幅広い認識が持てる広報活動などがあると良いと感じます。（４０代 

男） 

・ 普段、消防庁が行っている防火防災活動がどのくらいあるのか、もっと情報を積極的に流してほ

しい。（５０代 男） 
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・ 放火などからの防火対策の一環として地域対策が必要と思われる中、この地域は防火活動に積極

的に取り組んでいると感じさせるような対応、例えばポスターの掲示、防犯カメラ設置をアピー

ルする活動も必要ではないかと感じます。（４０代 男） 

・ 父が防火管理者の講習に行って、火災や防火についての認識が変わったといっていました。54

才の父が今までも火事は怖いものと知っていたのに、特に何も行動をしていませんでしたが、講

習後からは家の周りに燃えるものを置かないとか、警報機を付けるとか、職場の消火器などにも

気を使うようになりました。それを見て、消防の仕事や話がもっともっとテレビやラジオ、ある

いは、身近な講習で知ることができれば良いなと思いました。テレビで消防や救急などの特別番

組などもあると嬉しいですね。（２０代 男） 

・ 消防団など地域のボランティアに支えられていると思われます。活動の周知があると、たくさん

の方々に参加していただけるのではないかと思います。（２０代 男） 

・ 日頃のご活動に感謝いたします。＃7119 についてです。既に母子手帳などに記載はされて若い

お母様方はご存知かもしれませんが、昨今、新聞を購読されていない世帯が増加していることや、

TV をみないご家庭も増え、＃7119 を知らない方も多いかと思います。必要な方の救命率を向上

させる為に①マグネットにプリントしたもの（水もれ救急などにあるような名刺大のもの）を全

戸配布。②ネットで広告する等ご検討されてはいかがなものでしょう。（５０代 女） 

・ YouTube のチャンネル開設をもっとアピールしていただいた方が、関心が高まるかと思います。

特に仕事が不規則だとマンションの訓練にも参加が難しいので…今回のアンケートで YouTube

の存在を知りました。（３０代 女） 

・ 救急相談センター（＃7119）のサービス内容を、もっと広く普及するとともに、消防・防災をも

っと身近に感じられるよう、今後も取り組みをお願い致します。（２０代 女） 
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■救急車の利用について  

・ 救急車の利用（不正に）について正しく使ってもらう態勢を整えてもらいたい。本当に必要な人

に一刻も早く到着できるように！要請してから到着までの時間が年々遅くなっていると聞いたこ

とがある。要請した側からすれば一分一秒でも早く来てほしいので。よろしくお願いします。（５

０代 女） 

・ 先日、救急車を呼ぶタイミングがあり、呼ぶべきか、迷ったため＃7119 に電話をした。その時

の対応した男性が、とても冷たく、悲しい気持ちになった。結局救急車を呼ぶかは自分で判断し

てくださいと言われた。傷病者は自力で立ち上がれそうにもなかったので結局救急車を呼んだ。

幸いにも大事にはいたらず、すぐに自宅に帰れたが、とても不快な思いをした。毎日いろんな人

が電話をかけてくるのは分かるが、不安と焦りがある人には冷たすぎる対応だった。その後対応

してくれた救急隊員の方にはとても親切にしていただいた。＃7119 を普及させたいなら、もう

少し寄り添う対応をすべき。（２０代 女） 

・ 家は妻も子どもも障害者で毎度も救急車にお世話になっています。いつも的確な処理をして頂い

てありがたいです。ただ一つ言わせてもらえば、救急車に乗ってから病院が決まるまで少し時間

がかかるなといつも思います。（５０代 男） 

・ 母と父がお世話になったとき、一生懸命マッサージをしてくれて感謝しています。（５０代 女） 

・ 119 番通報後すみやかに対応していただきました。今後とも即応体制が維持されることを願って

おります。（６０代 男） 

・ 災害時に、アメリカでは FEMA や州単位での対策があるようですが、日本にはそれに当たるのが

消防や自衛隊なのでしょうか？首都直下に対して、自衛隊がどこまで有効でしょうか？火の海に

なるであろう東京都に、消防が追いつくとも思えませんし、指示系統が統一されていても大混乱

ですよね？とり急ぎ、区単位での具体的なケース別ハザードマップと特別チームとかできないも

のですかね？（５０代 女） 

・ 不要不急の救急要請に対する懸案がなんとかなったらいいのに、といつも気にしています。（４０

代 男） 

・ 子供が大けがをして救急病院に連れて行ったことがありました。その病院ではたまたま、「専門医

が不在なので他の病院に」と言われ、あちこちの病院に電話をかけ、車を走らせ受け入れ先をず

いぶん探しました。救急車の方がよかったのかはわかりませんが、緊急を要する時の受け入れ体

制をしっかり整備していただきたいと思いました。（４０代 女） 

・ 近年の日本は軽傷であっても救急車をタクシー代わりに利用する国民が増加しているように見え

ます。本当に必要な時に利用するものだという認識を与えるための活動をお願いしたいのと同時

に、法律的にも変えていって頂けると幸いです。（３０代 女） 

・ 救急車の出動状況などをみると、頭が下がる思いです。救急車の出動については、是非もあると

思うが一部有料にするなど対策が必要だと思う。（４０代 女） 

・ 妻が出産の時、早産になってしまったので緊急搬送されることになったが、なかなか搬送先が決

まらず、2 時間以上待たされた。結局、自宅から一番近い大学病院に搬送。仕方ないこともある

かと思うが、待っている間は不安だった。対応はとても良く、親切にしてもらったので良かった。

（３０代 男） 
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■その他 

・ いつもご苦労様です。近くの消防署でトレーニングの様子を見る事があります。体力維持大変で

すね。多摩川のそばなのですが、イベントへ行かれるときは見に出かけています。「消防庁」と言

われると身近な存在ではあるが、仕事内容は特別で、いつも自分たちを守ってくれる存在。そこ

の間になにか近寄りがたいものがあるのは、古い人間だからかもしれません。（７０歳以上 女） 

・ 最近は救急車の前に消防車がくる。何事かと思うが…待っている人には心強いかもしれませんね。

災害があったら、あわてない事ですね。あわてると事故がおきます。（６０代 女） 

・ 防災訓練で火災報知器をならさないと住居にわからない。消防署が昔は参加していただき講話や

通知指導などあったが、いまは消防署が消極的と考えている。（６０代 男） 

・ 通報が重複しているのかは不明ですが、消防車の出動が多すぎる様に感じます。煙も何も出てい

ないのに、消防車が何台も来て、更にまだ出動してくるケースをよく見ます。（７０歳以上 女） 

・ 日々の救急車や消防車の往来等目、耳にする時が多いです。職員の方々は毎日の勤務や訓練に励

んでいらっしゃるようで、どなたもとても良いお顔をしておられます。いざという時に助けて下

さる人がいるという事は安心して生活できるにもつながります。大きな災害があっては困ります

が、住人同士の助け合いも大切ですね。（５０代 女） 

・ 父が消防団員だった事もあり、父と同居していた時には防災関係の集まりなどに参加する機会が

ありました。今では仕事の忙しさもあり、防災関連を含め、地域の情報を集める機会自体が少な

くなったと感じます。（３０代 男） 

・ 講習会が無料だと行く気になるのですが、有料だと、後回しにしがちです。興味はあるのですが、

今は年金問題や給料が低いこともあり、節約や別のことを優先してしまいます。 今はいつ災害が

起こるのかわからないので、予防に力をいれることは重要だとは思っていますが、なかなか行動

に至りません。（３０代 女） 

・ 救急隊員の現場での対応の横柄さが毎度気になる。（４０代 男） 

・ 個々人の災害対応の質の向上など、市民の防災意識の向上は今後必須だと思います。（２０代 男） 

・ どんな取り組みをやっているのか知る機会が全くない関わりがない（２０代 男） 

・ 近所に消防署があり、救急救命講座なども実施しているようです。いつか機会がありましたら参

加したいと思います。（２０代 女） 

・ 子どもが小学生のうちは、訓練などで学校に消防車がきたり、応急処置を教わったりと、親子で

かかわる機会がありました。中学生以上になると、親の機会はなかなかないかと思います。職場

などで参加する機会があればしてみたいです。（４０代 女） 

・ 先日の台風で家が 3 日間停電となりました。毎日携帯で話し状況を聞いていました。幸いにも水

道は大丈夫だったので…何とかなった様です。我が家はオール電化なのですが…災害にそなえて

の…マニュアルがほしいです…あと、住んでいる地域が災害にあった時の一例の風景画などみて

みたいです…一番は火事なのか、家屋倒壊なのか…職場でも何の被害が一番多いのか？と話して

います…やっぱり一番は火事か？など…ならば避難はどの様にしたら一番いいのか？など…（５

０代 女） 

・ 住宅火災警報器を買ったのですが、使いませんでした。なぜなら、ワンルームで煙や、ちょっと

した火でも、警報機が鳴りだして不便だと聞いたからです。近所迷惑をかける気がして。（何でも

なかった時）（６０代 男） 


